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渋川医療センター緩和ケア病棟(前面建物)と庭園花壇        撮影 森下悦子 



 緩和ケア病棟イベント報告        ２０１９．１０～２０２０．１ 

１０月 早坂華織 コンサート 

 
 

１１月 酉田雅子・森島圭子の歌 

 

 

１２月 中野瑠璃子(ソプラノ)と青柳高夫(ピアノ) 

 

 

１２月 年末恒例 お餅つき 

 

 ２ 

 

 

 

 



 １月 渋川アコーディオンサークル 

 

 

２月 坂井 清ご夫妻のハーモニカ 

 

 

3 月 以降のイベントは残念ながら中止になりました。 中止となったプログラムは以下の通りです。 

 

３ 

 中止となった開催予定日 中止となったイベント名 出演者団体・個人名 
２０２０．３． ３ ひな祭り 琴のつぼみ会のみなさま 

鈴木俊宏さまほかのみなさまによる演奏 
     ３．２５ 春の足音、もう間近か 尺八演奏による懐かしのメロディー 

 星野 完・小林栄一さまによる演奏 
     ４．１５ 桜まつり 笑顔お届け隊のみなさま 

町田ヨシ江さまほかのみなさまの歌謡・舞踊 
     ５．１３ 端午の節句・鯉のぼり 

民謡を楽しむ 
旭星会(伊勢崎市)・高野 邁さまほかのみなさまに

よる日本の民謡メロディー 
     ６．１０ 紫陽花まつり 青柳高夫(ピアノ)・小田原由美(ヴァイオリン)さま演

奏で名曲を聴く 
     ７． ８ 七夕まつり 女声コーラスグループ「コール・アマービレ」のみ

なさまによる日本の歌 
     ８．１２ 夏・まつり 渋川八木節保存会・吉田勝行さまほかのみなさまに

よる歌と踊り/模擬店によるかき氷、綿あめ等提供 
     ９． ９ 十五夜・秋のおとずれ 子持・ギターマンドリンクラブ・新井貞夫指揮指導

による愛唱歌演奏 
 

 2020 年 3 月以降のイベントは、2 月末より、新型コロナウイルス感染拡大のため、病院の面会等出入り規制措置が布かれたこ
とにより家族の面会も、もちろん、ボランティアの活動も制限対象となり、イベント行事は中止となりました。 

 
 

 
 節分行事はカレンダーの並び

と演奏者のご都合により、1 月に

繰り上げて開催されました。 



 
寄稿 

娘への想いと、今、母として思う事 
高崎市 山中幸子 

愛しい我が娘逝く 
秋も暮れ行く十一月六日の夕刻、次女は四十一

歳と七ヶ月でこの世から消え去りました。心の底

から愛しと思う一人の女性として成長してくれた

我が娘、清美でした。つねに、他人のことを優先

させ、自分のことは後回しにする娘でした。ある

とき、「自分のことをまず考えて物事を決めたらど

うかしら…？」と言うと、「別に、このように生き

ていることが苦しくないし、気にもならないから

…」と、答えました。 
 看護師としてその役職を果たし、時には厳しく、

時には優しく、たくさんの方たちに接してきたこ

とでしょう。 
  
新たな世界に 

一人暮らしの悠々自適な暮らしをしていました

が、ある時、「体調が悪い…」との電話が入りまし

た。「一度家に戻って来たら…、看護の仕事も大切

だけど、自分の体のことも考えて、他の働き方を

考えてみたらどうかしら？お母さんにとっては清

美あなたはひとりだけの大切な娘なのだから…」

と諭すと、受け入れたのでしょうか、看護職を退

職してフォークリフトの学校に入りました。 
「フォークリフトの学校は男女同等でとても楽し 

いの」と通い始めました。以前から肩や腰の痛みに悩

まされ、フォークリフトの座席に上るのも辛いのを耐

え、ついに資格を取得しました。これまでとは全く異

なる職種の世界に向かう娘の顔が活き活きと輝いて

いるのを見て安堵しました。 
新しい生活へのスタートを前に、これまで夢見てきた

海外旅行、アメリカロサンゼルスに旅立ち、大いに満

喫し無事帰国しました。 
 
突然の異変 
それからしばらくして或る日のこと、入浴後の脱衣

室から「お母さん！来て！胸を触ってみて！」と、私

の手を胸に当てました。私の手のひらは大きなしこり

を感じ、驚き思わず手を離しました。すぐに近くの婦

人科を受診すると、「大きな病院への紹介状を書きま

す」と封筒を手渡されました。病院の女医さんからは

「乳がんです」と淡々と告げられました。 
 あまりに急なことに言葉もない娘にその後一週間

にわたる検査の項目とスケジュールが手渡されまし

た。結果は、紛れもなく「乳がん・ステージⅣ・手術

不可能・治療方法無し・残された日の生活を楽しみ、

当人らしく過ごしてください」の文字が記されていま

した。頭が真っ白とはこのことを言うのか！ただただ

茫然とするだけで、娘の顔もまともに見られないあり

さまでしたが、母として心はしっかりと決断しまし

た。  ４ 

 



 これまで多くの患者さんに対して看護師として

向き合って来た娘が全く逆の立場になり、今、い

つ、自分の命が消えてしまうかもしれないという

恐れを感じ一番つらく苦しい時、その娘のために

母としては手をこまねいてはいられないと思いま

した。 
知り合いの医師に相談すると、緩和ケア専門の

診療所を紹介され通院しました。その医院の方針

として「抗がん剤は使わず、痛みを軽減する医療

用麻薬を使い、残された日々の質を高めることを

目指します」というので、かえって不安が膨れま

した。 
 
 娘の決断 
娘の決断は、「抗がん剤を使い、生き抜きたい！」

でした。抗がん剤では髪が抜けてしまうというこ

とが確実であることを看護師であった娘は目の当

たりにしてきましたので、せっかく腰のあたりま

でに伸ばした髪を失うことをとても残念がってい

ました。 
抗がん剤投与の前日、「お母さん、肩まで髪を切

ってね」と意を決したように鋏を手渡されました。

娘の髪に触れると涙が止まりませんでした。こう

なった以上娘の全てに寄り添って行こうと決意し

ました。 
 
ニューヨーク旅行 
闘病中娘の第一の希望はニューヨーク旅行でし

た。医師にそれを伝えると、「絶対に一人では行か

せられません！」でした。悲痛な娘の表情を察知

し、咄嗟に「私が同行します！」と言うと、承諾

して下さいました。 
旅行の予約にも同行しました。日程やコースの

選択についてもかねがね考えていたのでしょう、

終始目が輝き嬉しそうでした。もしアメリカで何

があっても後悔しないと誓い、そんな嬉しそうな

娘を見て、この約束は必ず守ろうと改めて決意し

ました。 

 娘のがんはリンパ浸潤型だったので、第三、第四腰

椎の骨折があったので、胸から腰までのコルセットを

作ってもらいました。 
 車椅子を機内に持ち込みの旅行でした。ヴロードウ

ェイ・自由の女神・ナイアガラの滝と娘は杖を使いな

がらも、まるで病気であることを忘れたかのようにド

ンドン歩き続けるのでした。そんな後ろ姿を見なが

ら、「これが最後の海外旅行になるかも知れない」と

思うと、涙が止まりませんでした。 
 覚悟の上のアメリカ旅行で楽しい思い出が積みあ

がって行くのとは裏腹、痛みは日に日に増し、一日行

動すると翌日は一日ベッドの中というようになりま

した。 
 
 帰国後、それから 
無事日本に帰国、病院の担当医師は「本当に良く行っ

てきましたね！」と娘の手を両手で包み込んでくれま

した。私にも、「お母さんも頑張ったネ！」と喜びを

分かち合いました。 
 病状は厳しさを増し、医療用麻薬の種類も量も増し

ていましたが、娘は年老いていく私に辛い顔を見せた

くなかったのでしょう、気丈に過ごしていました。し

かし、副作用で身体は浮腫み、食欲もあったりなかっ

たりになりました。令和になる前の二月初め、知人か

らスイカをいただき食卓にのせると、それはおいしそ

うに食べました。 
 その頃食欲が低下していたのでとてもありがたい

と思いました。食べればエネルギーも湧き体温が上昇

し、良い状態が維持できるので、それ以降、娘の好物

を探し求め歩き回りました。 
 体調の良さそうな時には、突発的に一泊の近場の温

泉旅行にも出かけました。 
 
 友人との楽しい時間 
 毎日、家で母と娘だけで一緒に過ごしていては遠慮

もあるだろうからと友人に連絡すると、幼馴染や看護

師仲間だった人たちが訪ねてくれ、楽しく明るい時間

を過ごしました。 
 「あなたは倖せだと思うワ！」と言うと、「私もそ

う感じている、感謝してるワ！」と応えました。 

  ５  



 娘ががんだと分かった時、「できるなら代わって

あげたい」と娘の前で泣いた人は来ませんでした

がその人のことを、「心から辛いのは本人なのだか

ら、その人の前では泣かないでヨ！」と心の中で

切に思いました。 
  
命について語り合う 
次第に眠りの時間が増えている娘に、「まだでき

ることはたくさんあるから、生きるならやりたい

ことをしっかり伝えてネ、私の命だっていつ消え

てしまうか自分でも分からないのだから、いま、

命について本音で話そう！」と言い続けました。 
ベッドが広かったので、時には側らで寄り添っ

たり、抱いたりして眠りました。「いつも側にいる

から大丈夫だよ」と言うと、幼子を親がするよう

に娘が私の頭を撫でてくれました。 
大切な時間が流れました。 
 
行かないで… 
命が消える二日前、いつになく私に思いきり甘

えたり、それまで一度もなかった毒付いた言葉を

漏らしました。意を決して担当の医師に助けを求

めました。医師は、「病院に受け入れ態勢を整えて

おくから直ぐに救急車で来てください！」と言っ

てくれました。 
熱発が続き、脈が浅くなっても意識はしっかり

していました。「側にいるよ！安心してネ！」と言

うと、深く頷きました。 
亡くなる前日、「仕事に行ってくるね」と言うと、

いつになく首を横に振りました。 
 
ネイルアート 
命が消える日の朝、幼馴染から「ネールアート

をさせてください」と、申し出があり、以前にも

したことがあるネールをしてもらうと、とても嬉

しそうな笑顔を浮かべ、満足そうな顔で眠りに就

きました。 
夕方、ついに脈が消えそうになった時、酸素濃

度を測ろうとした時、「ネイルを剥がさないでくだ

さい…、このまま綺麗な指でいかせてください」

と、言葉を発しました。 
 

 私は幸せでした 
あの時から三年三か月、こんなにたくさんの時間を

娘と過ごし、大人同士としての会話ができたことを本

当に幸せだったとしみじみ感じています。 
 「あなたが消えてしまったら喪失感でとてもまとも

に動けそうもないと思うけれど、しばらくしたら仕事

に取り組むからネ…」 
「ウン、そうして…、お母さんにはその仕事が似合

っているから…そうして…」と。 
「今まで私の娘で居てくれて本当にありがとう…。

一緒に暮らせてほんとうに幸せでした…」 
今、約束を守ってますよ…、ほんとうに幸せでした…、

私は。 
 
 
 
 
追伸 
ご講読ありがとうございます。私の娘への看護と介

護と別れについての手記をお読みいただき、みなさま

がほんの少しでも残された家族の想いを感じ、「辛く

ても生きるんだ!!」 
と感じ取って生活されることを心から願っておりま

す。 
命、限りあるものです。どうかみなさまが最後に、

「ともに生きて幸せでした…」と心に留められるよう

生きてください。ありがとうございました。幸子          
  6 

 



 

吉本明美 
この原稿を書いているのは、ようやく規制緩和、

学校再開がなされた時期と重なっています。出勤途

中で見かける集団登校の子供たちは、全員がマスク

を着けています。これから暑い夏の到来と共にプー

ル、夏休みやお祭りなど、子ども達にとっては楽し

みな行事が、今までなら控えていましたが、今年の

夏はどうなるのか、同じようにやれるのかわかりま

せん。「同じように戻す」と考えると、厳しいな…と

思います。病院は相変わらず色々な規制の中で毎日

が動いています。面会禁止は今も続いています。緩

和ケア病棟でのボランティア活動も勿論休止状態。

一般病棟も含め、入院患者さんもそのご家族も精神

的に切なくて寂しい思いを抱えて過ごされていま

す。人と人との交わりが自由にできないということ

は、人々あっての生活社会には、やはり異常な感覚

を覚えずにはいられません。顔と顔を寄せ合って話

し込んだり、握手やハグをして気持ちを伝えあった

り、大きな声で笑ったり、歌ったりという日常が随

分と遠い日の事のように思えます。 

食卓を囲むという行為が家族であれ、他人同士であ

れ、親しさや信頼を育むには大切な場面であることは

言うまでもありません。そうしたことが心配なくでき

る日が再び来てくれることを、「元のように戻す」の

は厳しいとは言え、やはり願わずにはいられません。 
  
 
 
 
  
この数か月間の自粛、規制の中で、数人の方から再発

や再入院の知らせを貰うものの、いずれの医療機関に

も面会は叶わず、電話とメールでのやり取りが続いて

います。「顔を見て話したい」と、つくづく思います。

がんサロンにはこの数か月間がん療養に加えて、コロ

ナへの不安、ストレスを感じる患者さんの言葉が増え

ました。「コロナも怖いけど、がんも怖い」「がんのこ

とで精いっぱいだったけど、今度はコロナも怖い。」

と、話す方達の精神疲労は少なくはありません。こう

いう時だからこそ尚更、不安、ストレスのはけ口を整

えておきたいと思っています。皆がイライラしていた

り、余裕をなくしていったら本当に殺伐な環境に取り

囲まれてしまいます。少しでも気持ちをほぐして、人

と言葉を交わして、もう少し辛抱していきたいと思い

ます。 
７ 

 

随 想 １ 

 

 



 

土屋徳昭 
2020 年は記念すべき年になった。たしか 1964 年、

昭和 39 年に「東京オリンピック」が開催されたのだ

が、あれから半世紀以上の年月が過ぎていて、私には

ほとんど関係のない出来事のはずなのになぜか気持

ちが忙しくなっていた。 
 師走も押し迫ったクリスマスの日の夕方、突然、妻

が顔面から血を流して家に飛び込んできた。当初は全

く事情が分からなかったので、さしあたり救急医を探

し右往左往と駆け巡り、やっとのこと近医の外科で見

てもらった。「骨折しているかもしれない」と、紹介

で手術のできるという隣市にある病院に受診ができ

たのは暮の最終診察日だった。幸い複雑骨折は免れた

が、左上肢骨折ということでしっかりとギブスで固定

された。 
 年末年始のこの事態は家庭にとっては一大事、日頃

の平穏が一度に緊急事態に変わった。日常茶飯事は予

想も備えもない非常事態に。それから 3 か月不自由な

生活が始まった。しかし、片手が固定され自由に動か

せなければもう片方の手で何とかしようと試み、何と

かしてしまう姿を見て、たいしたものだと思う。 
 それからギブスが完全に外されるまでには 3 か月

を要した。3 か月ギブスで固定すると外してから機能

が元に戻るのに同じ位の時間を要することが分かる

のは 6 月末になってからのこと。高齢で回復力が衰え

ているとは言え大変なことだと改めて知った次第だ。 
 そんな中、2 月末から突如世間が騒がしくなった。

新型コロナウイルスによる感染拡大騒ぎである。私た

ちにとって今や生活の機軸と位置づけられている病

院ボランティアの中断が 2 月末から始まった。実は、

昨年もインフルエンザ流行ということで病院ボラン

ティアが 2 か月中断されてことがあるので、当初は今

年もその程度で収まるものとタカをくくって構えた。

しかし、日が経過するにつれ、どうも昨年までの事態

と様相が違うことが知られてきた。 
 また、もう一つのボランティア活動で機軸となって

きた「死別の悲嘆ケア・分かち合いの会」「地域がん

サロン」も 3 月から休止を余儀なくされ、いよいよ兵

糧攻めの様相を呈してきた。 
 総理大臣が緊急事態宣言を「発出」と聞きなれぬ用

語を使いはじめ、生活のあらゆる日常に制限や自粛の

網の目がかぶせられてきた。マスクが店頭から消え、

あちらこちらで買い占めや行列ができたというニュ

ースが報じられた。公共施設が閉鎖され、デパートや

食堂などの営業が「自粛」され、芸術・文化スポーツ、 

旅行、娯楽等あらゆる社会生活が自粛規制の対象と

なった。堪えたのは、スポーツクラブの休業である。

ささやかながら、日頃の体力を維持するために数年

来継続して来た水泳、ジムでの歩行、マシンによる

筋トレと短時間ながら身体を動かすことを止めない

よう心掛けて来た事がストップしたことだ。群馬の

森公園も閉鎖、自然の空気の中で歩くに歩けぬ状況

の中、次第に引きこもり、自粛鬱状態へと引き込ま

れて閉塞感で行動が委縮していく変化がさらに身体

を重く活動しにくくしていくことに怖さを感じるよ

うになった。 
医療崩壊や経済崩壊と言われるようになる中、個

人の精神自己崩壊も始まりつつあった。子供から老

人に至るまで、老若男女すべての人がこの惨劇に直

面することになった。この惨劇の最大の凶器は、人

と人との接近、対話、密着などのコミュニケーショ

ン手段を封印することにある。 
相談支援という人に寄り添うことを旨とする活動

にとっては致命傷ともいえる惨事なのである。 
コロナは個人の心だけにではなく人類に大きな課題

も突き付けた。一つは、地球温暖化の問題。温暖化

により眠っていた「永久凍土」が溶け、そこに含ま

れていたという動物の死骸や未知の「ウイルス」が

顕在化し、襲来したという説であるがこのことも看

過できない。 
この災害が知られ始めたころ、その道の権威ある

人が、「正しく恐れましょう」と呼び掛けていたが、

このことは結構難しい課題なのだと思う。 
けがや病気においてもその不安や恐怖は真実を知ら

ないことと、そして先行きが見えないという事、そ

の二つが大きな要因ではないかと思う。正しく知り

正しく恐れることができるようになるには、正しい

情報を正しく受け止め、正しく判断する力が必要な

のだが、凡人にはそれが難しい。テレビで放映され

る外国の買い占め買い漁り騒ぎにまで浮足立つ愚か

な自分が居ることに愕然とする。また、この間、「自

粛警察」という新語が生まれた。自分以外の周囲の

「自粛」に不満な善意や時に悪意が増幅し犯罪まが

いの行動に動く心理、このような人間の深層心理ま

でも掘り返し動かす地殻変動をも引き起こした。 
人類は長い年月細菌やウイルスと戦い、大きな犠

牲を払いつつも今日まで果敢に克服し共存し生き延

びてきたのだという。新型コロナとの戦いも新たな

人類史の一ページになる日が来るのでしょうか。 
日々、テレビで放映される著名な専門家の滑舌な談

話を聴きながら、いつになったら収束するとも知れ

ぬ次なる不安に嘆息するばかりである。 
  ８ 
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ボランティアが作った 

花 壇 
四季折々季節の花が咲いた 

 

 

 

 ９ 

2016 荒野だった。 

耕し、整地した。 

移植組が翌年咲いてくれた。 

一株ごと丁寧に植えた。 

近隣の人、患者さん・ご家族の方の持ち
寄った草木も植えた。年々大きくなり、
広がった。 2019 4 月に雪が降ったことがあった。

淡雪はすぐに消えた。 

みんなで力を合わせ、秋には翌春の、初夏
には夏から秋咲く花を植えた。 石畳みの道も作った。 



 

 
花壇づくり          森下悦子 

 病棟前の庭に花壇を作って 5 年目の春を迎えまし
た。当初、庭の土は花が育つような土ではなく、岩
やがれき、石を取り除く作業から始めました。土を
入れ替えたところから花苗を植え、そのあとはひた
すら草むしりで汗を流し、そのむしった草を肥料代
わりに土づくりをしてきました。 
 この庭は埋立地でしかも風当たりと日当たりには
恵まれていますが、樹木もないので雨が降ってもす
ぐに水は浸み込み、すぐに乾燥してしまいます。で
すから植え込む花は日照りと乾燥と強風にも耐える
ものを選んで植えざるを得ませんでした。 
 花が終わると引き抜いて切り刻み、植栽された樹
木の根元に敷き、その「肥料」から翌年には芽が出
て花が咲くという循環ができました。 
 患者さんやそのご家族、病院の周りを散歩コース
にしている近隣の花好きの方が目に留められ、ご自
分のお庭に咲く花を種や苗で持ってきて下さり増え
た花も数を増し、この頃はだいぶ種類の多いにぎや
かな花壇になってきました。 
 私はお花が大好きで、この庭に花壇を作ることが
できてとても嬉しく、花壇を見てほめて下さるみな
さまと共に癒されています。これからも頑張ってよ
り楽しい豊かな花壇を作り続けます。 

ある 70 歳代の男性は、自分は中学卒だと前置きし
て柔道の講師をしていた事とかご家族のこと親友のこ
と等を元気に話してくれた。また 80 数キロの男性と
車椅子で,ボランティアが丹精込めて植栽している庭
園を散歩すると、外の空気と花を喜ばれた。最後に「あ
りがとう。感激した。」と言われ、また 80 歳代の女性
には「退院したら遊びに来て。」とのことで、サポータ
ーとしての務めを果たせていると思った。 
近頃がんは、治る病気になってきているが、この病

棟に入る患者さんがもっと少なくなることを願ってい
る。     

緩和ケア病棟ボランティアの活躍  中嶋恵美子 
 県主催第 2 回がんピアサポーターの講習会を受講
した。大腸がんⅣ期の手術をして 1 年半が過ぎたこ
ろである。手術の 3 か月前には夫を胃癌で亡くして
いた。 
 がん患者さんの話し相手に患者の家族として、患
者本人としての経験が役に立てれば、この大病も有
意義と思った。手術前は、赤十字救急法の講師やパ
ート勤務で忙しかったので、手術後は手持ち無沙汰
でもあった。 
 しかし、講習会終了後、ボランティア活動を迷っ
た。緩和ケア病棟が、がん末期の患者さんばかりで
ないのは分かっていたが、話し相手になって自分が
暗い気分になってしまうのを恐れた。しかし、友人
が稀少がんになり、サポーターになることを決意し
た。 

活動して思ったことは、誰でも元気に退院する事
を願っているが緩和ケア病棟の私がお会いした患者
さんも同じであるということ。  

ボランティア活動に想うこと アラカルト １ 

小庭園 「清風苑」のこと    山口明子 
緩和ケア病棟の西隅の小庭園「清風苑」はボランテ

ィア有志の力を合わせて結果の憩いの場所です。西群
馬病院の緩和ケア病棟玄関脇のケヤキの木の下に埋も
れていた手水鉢を掘り起こし新病院の現在地に運び込
んだものです。 
 トラックに乗せる作業は大変でした。エジプトのピ
ラミッドを作った人夫たちがしたであろうと思われる
方法であの重い石鉢を動かしました。注意深く声を掛
け合い、テコとコロでやっとのことトラックの荷台に
収めることができました。トラックから下すときがま
た一苦労です。平均年齢七十を超える男女ボランティ
ア十数名の知恵と力を合わせての作業でした。 
 水鉢に瓢箪型の小さな池、近所の住人が残して去っ
たという家の石灯篭を誰かがいただいてきて設置しま
した。池には模型の亀の置物が置かれました。枯山水
を模した草花や小樹木が植えられ、縁台も設えました。
病棟とボランティアにとっての憩いの場の完成です。 
 この庭園は、病棟の患者さんご家族にとっても、こ
の制作に関わったメンバーにとってもボランティア活
動の象徴的な存在となり、永く心に残っていくことで
しょう。 
 持ち寄りの小さな仕事、その人のできることの積み
重ねが思いの他大きな喜びにつながっていくのは些細
な一助であっても大変嬉しいことです。 
 掘っても掘っても石ころばかりの盛土であった病棟
前の庭が、今では季節ごときれいな花が咲き乱れる花
壇になり、多くの人たちに気持ちの安らぎをもたらし、
楽しんでいただいています。 
病院周りを散歩コースに散策している人の「きれい

なお花ですね!」と言う一言にも、ともに花壇作りに働
いている人の力の素晴 
らしさを感じ、いい気 
分になります。 
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ボランティアは学びの場    佐々木 清人 
 
 私がホスピスケア研究会と関わりを持つようにな
ったのは今から 17 年前、妻が亡くなってからのこと
です。会では、身近な人を亡くした人のための「死別
体験者の分かち合いの会」をそのころすでに開催して
おり、そこに参加し、初めて会の情報誌「ねがい」を
手にしました。そこには、「看取りシリーズ」という
ページがあり、私のように配偶者を亡くした人たちの
体験談が記されていました。50 号とされていた会報
を以来ずっとファイルしていますが、今日 100 号の
発行に至るそうです。 
 私は会に何度か参加しながら会報を通してホスピ
スケアとは何かを一から学ばせてもらいました。2 年
後から、旧西群馬病院の緩和ケア病棟のボランティア
に参加するようになり、緩和ケアボランティアを体験
することになりました。 
 病棟は渋川の市街地を抜け、伊香保温泉に上る途中
の自然豊かな環境の中にありました。そこで、毎月開
催されるイベントの会場設営など、季節感を表す会場
装飾造りなどを他の仲間の皆さんと共にお手伝いし
てきました。その作業は患者さんやご家族のために癒
しの場を創造するということが目的ですが、そのため
に行動する自分自身の癒しと学びの場にもなってい
ました。 
 病棟スタッフとボランティアリーダーの方がたの
さりげない思いやりの心と行動を目の当りにするに
つけ、もし私が妻の闘病前にこのような精神や行動の
在り方を学んでいたらもっと増しな介護ができたの
ではないかと悔やまれました。 
 旧西群馬病院で 11 年、その後、病院は今の場所に
新たな渋川医療センターとして生まれ変わりました。
それから 5 年経ちました。新病院は建物は真新しく立
派でしたが、グランドは全くの荒れ地でした。何とか
この荒れ地に花々を根付かせてたいという思いから
ボランティアのみんなで、土を入れ替え、花壇をつく
り、坪庭を整備し、石畳の通路づくりと少しづつ形を
作り上げてきました。 
 2020 年 2 月末より、新型コロナウイルスによる影
響でボランティア活動も一時中断、自宅待機を強いら
れています。 
日々、加齢による持病と行動自粛ストレスによる心身
の衰えを感じながらも、何とか現状維持しようと努め
る毎日です。早くコロナが去り、再び皆さんと活動で
きるようになる日を待ちわびています。ボランティア
のみなさん、今日まで活動を共にしてくれてありがと
う。 
会報「ねがい」も 100 号を以って終刊となるという
ことで、これまで長い間編集作成に携わってこられた
方がたには本当にお疲れさまでした。 

遺族として、そして出演ボランティアとして 
酉田 雅子 

  
 群馬ホスピスケア研究会は一昨年で設立 30 年に
なったそうです。会が行っているボランティア活動
です。その一つが、緩和ケア病棟における活動で、
旧西群馬病院当時緩和ケア病棟が開棟されて以来毎
月行われているイベント開催です。4 年前、渋川医
療センターとして渋川市金井から白井に移転しまし
たが、前身の西群馬病院の時代から、私たちも年に
一度ですが毎年 11 月、第 2 水曜日に「プロムナード
コンサート」として演奏活動をさせていただき 15
年になりました。この場で歌わせていただく時間は
本当にありがたく楽しみでもあり、大切な時間だと
いう思いで参加しております。 
 私の父も以前患者として入院生活をしていまし
た。家族と離れての入院生活の中では医師や看護師
そしてボランティアのみなさまの優しさが病気と向
き合う気持ちの支えとなっていたことを感じていま
した。 
 今年の 5 月、従妹が心筋梗塞で急逝し葬儀が執り
行われました。折から新型コロナ騒動の中でした。
もし新型コロナが原因でしたら最後のお別れもまま
ならなかったようです。その点ではせめてもの救い
だったと肉親は安堵していましたが、お別れの悲し
みは常に苦しく辛いもので、涙を抑えることはでき
ませんでした。 
 火葬にふされ納骨されるとき、人の命のはかなさ
という思いに触れます。人の一生はそれぞれの人生
を生き、生涯を終えていくものなら、日々幸せを感
じて生きていきたいものだと思います。 
 ホスピス病棟に入院していた父は、身体の痛みや
呼吸の苦しさの恐怖の中にあっても、医師や看護師、
土屋代表をはじめとするボランティアのみなさまの
優しさの中にいました。そこで人生最後の時を幸福
感をたくさんに感じながら旅立つことができたこと
を、娘として大変ありがたく感謝しています。 
 私たちのイベント参加ボランティアは一年に一度
だけですが、その帰り道に毎年感じることがありま
す。それは、病棟スタッフとボランティアのみなさ
まそして何よりベッドや車いすで介助されて聴きに
出てくださる患者さんたちの穏やかなお顔と、弱々
しいけれど心のこもった拍手をいただけることに心
が清められる思いを感じられることです。この病棟
との演奏を通じてつながれたご縁は神様からいただ
いた素敵なプレゼントだと思い、これからも大切に
していきたいと思います。 

ボランティア活動に想うこと  アラカルト２ 
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父の死を超えて        阿部峯幸 

 
 私が渋川医療センターでボランティアをするよう
になったきっかけと言うのは、実は必ずしもはっきり
しないのです。しかし、昨年(2019)10 月に父をすい
臓がんで亡くしてから、そのはっきりしないものの内
容が微かながら見えてきたような気がするのです。 
 以前から私にとって「死」とは、この世界からいな
くなること、ゼロになること、遺された側から見たら
永遠の別れを意味していました。ふつう、そのような
考えは誰にも否定されません。ところがいまその考え
を否定する私自身が居るのです。 
 父の死後、すぐに私は父の大好きだった登山を開始
します。毎日のように近場の山々を巡って歩きまし
た。いわゆる私なりの「喪の作業」なのだったと思い
ます。木漏れ日の中に、あるいは谷から吹き上げる風
の中に父の心が喜んでいます。それを私は自分の心で
感じるように感じていたのです。父が何処かしらに存
在していて、ことば以外の方法でたしかに私と交流し
ているのでした。 
 私たち親子の関係は決して良いものではありませ
んでしたし、普段、会話さえもしたことがなかったの
ですが、だから余計になのでしょうか。これら山での
経験は私にとって父の死後に父と作った大切な思い
出になりました。人は、誰かとの死後、その誰かと思
い出を作ることができるものなのかと思います。 
 おそらくこれは幸運な出来事だと思います。もし父
ががんによる酷烈な痛みの中で、しかも私を恨みなが
ら死んでいったとしたら私は速やかにその「死」を受
け入れることができたでしょうか。おそらく長い間悩
み苦しんでいたと思うのです。あるいは私の認知症を
患う母がもし新型コロナウイルスに感染し、私にも陽
性反応が出て、仮に母だけが亡くなっていたとした
ら、私は母の闘病を支えることも、看取ることも、弔
うこともできずに、きっと未だに母の死を信じられず
にいることでしょう。 
 そもそも「死」を受容するということ自体がいった
いどういうことかわからないのです。言葉ではうまく
説明できないのです。 
  

わたしの「ねがい」       赤山昭子 
 
 『ねがい』がこの 100 号で最終号になってしまい
ました。 
 私が西群馬病院の緩和ケア病棟でボランティアを
させていただいたのは、2006 年 10 月からでした。
そのときいただいた資料の中に『ねがい』57 号があ
りました。久しぶりにいま、読み返してみますと、1
冊の本を読んでいるような素晴らしい内容のもので
す。これを作り続けた土屋さんご夫妻、吉本さん、
会員の皆様に心から「ありがとう」の感謝の言葉し
かありません。縁あってボランティアをさせて頂き、
我が家では敬遠しがちな草取りや、綺麗な花を咲か
せるには土づくりから･･･みんなここで学んだこと
です。仲間の行動の一つ一つが私の「師」と思って、
14 年間続けて参りました。いま、「コロナ騒ぎ」で 2
月下旬から長い休みになっております。「ねがい」は
一つ、一日も早く「師」に会って、また、共に作業
がしたいと思います。 

ボランティア活動に想うこと  アラカルト３ 
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ここに『遺体 震災、津波の果てに』(新潮文庫)
という本があります。これは、あの震災の折り、続々
と遺体安置所に運ばれてくる変わり果てた姿に、そ
れでも敬意を失わずに接していこうと努力した人々
の貴重な記録です。損傷の激しい遺体に家族のよう
に問いかける元葬儀社の男性の姿があります。「ちょ
っと辛いだろうけど頑張ってくれな、そうだもうち
ょっとだ、もうちょっとだけ手足を伸ばしてくれな」
「今からお化粧してあげるからな、少しくすぐった
いかもしんねいけど我慢していてくれな」「○○君、
ママとパパが来てくれてよかったな、ずぅーと待っ
ていたんだもんな」 
 これらのことばはみな遺体となった死者へ向かっ
て話しかけているのであって決して独り言なのでは
ないのです。私は死化粧の本当の意味を知ります。
お経の静かさや、あの世のことを口にする必然性を
理解します。またその他もろもろのことも…遺体に
問いかける言葉の端々に、私は見ることができるの
です。生きていることと死んでいることとの間に立
ちはだかるほんとうは何もない透明な壁を。 

 

 



 

私はボランティアをするにあたって、「一隅を照らす
光に」という最澄のことばを思い起こします。先日、
アフガニスタンで銃撃されて亡くなられた中村哲氏の
座右の銘だったと聞いています。 

自分が、今いる場所で、立場で、他人の役に立つこ
と、喜んでもらえるように生きること、そのような思
いを受け入れてくれたのが渋川医療センター(旧西群
馬病院)でした。 
今日、コロナ禍によりボランティア活動も停止され

ていますが、お庭の整備や花壇作りなど、外の作業は
細々ながらさせていただいており、ありがたく感謝し
ています。 
 
ボランティアへの考えに感動 
『西群馬病院ボランティア活動 20 周年記念詩』

(2014.11病院報・2015.3群馬ホスピスケア研究会会報”
ねがい”85 号に転載)掲載された、当時の斎藤院長のボ
ランティア活動に対する強い意志と姿勢を改めて知り
感動しました。 
「余裕があった時にちょっとお手伝い」というもの

ではなく、病院のスタッフの一員として参加し、「いて
くれて助かる」から「いなくてはならない」存在にな
っているボランティアであってほしいとの思いと理念
を持っていました。それは、緩和ケア病棟設立にあた
り、欧米各国の医療環境を見学しその願いを自分の病
院・病棟でも実現したいという熱い思いを持ち緩和ケ
アボランティアとして私たちを迎え入れてくださいま
した。20 数年前のことです。 
病院がその地域住民や社会から信頼され支えられ

るという構図は、新たな社会秩序や医療の質の向上に
とって重要な観点ではないでしょうか。そのように向
けるには、病院トップとスタッフの姿勢が共有されな
ければできません。私たちが長年ボランティアとして
活動できたのはボランティアを単にお手伝いではな
くスタッフの一員として受け入れ研修し育ててくだ
さったのだと思います。そのような環境の中で 20 数
年活動させていただいたことに対し改めて感謝して
います。 

 
忘れられない人 
ボランティアとしての活動の中で出会った方々と

の思い出はたくさん有り過ぎて語りつくせませんが、
とりわけ忘れられないのが『ひでこのおしゃべりレシ
ピ集Ⅰ・Ⅱ』(2008.2 刊)を刊行したときのことです。
ひでこさんが病床にあって「何かできることはないで
しょうか」と看護師に相談、ご自身が普段、家族のた
めにしてきたお料理のレシピを口述し、それを看護師
が記録、実際家庭で試作し、試食してみました。その
レシピが数を増し、何とか多くの人に知って役立てて
ほしいと願った看護師とひでこさんの気持ちが私た
ちボランティアに伝わり、一緒に形にしようと相談が
まとまり、「本」の発行となりました。これぞまさに、
ボランティアがチームの一員として患者さんととも 

に、患者さんに寄り添った活動が形となって出来上が
ったものです。本のことが新聞で紹介されると会の電
話には注文の電話が殺到、対応に追われました。と言
うのは、この本は会のパソコンで編集し家庭用の印刷
機で刷りだし、メンバーみんなで製本した簡易製本の
仕上がりでしたので、注文を受けてから合わせて印刷
を始めるといういわば突貫作業で行われました。全部
で 100品目ほどのレシピ集がカラー写真入りで本の形
になり大勢のみなさまにお届けすることができまし
た。 
私は 60 歳で現職を定年退職し、毎週一度、定期的

に行われていたこのボランティア活動に参加するよう
になったのですが、『ひでこのレシピ集』発刊というチ
ャンスはそのあとすぐに訪れた忘れがたい出来事でし
た。この本の売上代金はご家族の意思で会に寄付され、
当時困窮していた会の活動資金として活用させていた
だき、会の活動継続への弾みになりました。 
 
  もうひとりの忘れられない人 

40 代の、小、中、高生、男児三人のお母さんは忘れ
られない人です。残された時間の少ないことをご本人
もご家族も知らされ、承知していました。看護師さん
にご自身の葬儀に使う遺影写真がないから撮りたいと
切に訴えました。何とかしてあげられないかと相談が
持ち掛けられ、急きょ写真を撮る機会を設定すること
になりました。限られた短時間の中、知り合いの美容
師さんに依頼、ネイルを含むメーキャップをしていた
だく手配をとり、写真撮影の準備も進められました。
「まだ袖の通してないワンピースが家にあるから持っ
て来て」とご主人に頼みそれを着て撮影に臨まれまし
た。初秋の穏やかな日差しの午後、それは病棟のホー
ルや庭園で行われました。医療者との記念撮影、ご主
人とのツーショット撮影も行われました。それから数
日後お母さんの訃報を聞きました。お母さんは若くし
て子供たちとお別れして行ったのですが、子供たちに
とって母として毅然とその一生を生き切った姿はしっ
かりと伝わったのではなかったかと、悲しみの中にも
その強さと優しさが感じられたエピソードとなりまし
た。 
  
ボランティアでして来たこと 
以降、私たちは、患者さんとのお話相手や傾聴のほ

か、病棟の環境整備で、屋内外の作業をしました。屋
内では患者さんやそのご家族、知人友人などの絵画や
写真展の開催、壁画の作成や展示、屋外では清掃、樹
木の手入れや剪定それに花壇作り、その花壇では季節
ごとの花々を年間通して見られるようにプランしまし
た。ほかにも、毎月一度開催してきた病棟イベント、
多くは、外部の個人や団体のみなさまによる芸術性や
演芸性の高い演奏会でした。時には患者さん自身、ご
家族との演奏会、知人、友人による演奏や舞踏など、
入院中の患者さんにとって生活にひとときの息抜きや
喜びと楽しみがもたらされ、季節感を体感してもらえ
るようなイベントをして来ました。 
 
早く、あの日のように・・・ 

 2020 年も２月まではいつも通りそうしてきました
が、2 月末、突如降って湧いたコロナ禍で中断しまし
た。屋外での花壇作りや除草などは病棟と相談して仲
間のみなさんと続けています。コロナ禍がいつ収まる
か分かりませんが、私の生活のリズムと生きがいの柱
になっているこの活動が一日も早く取り戻せることを
願うばかりです。 
  

患者さん・ご家族とともにできたボランティア 
土屋富子 
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土屋徳昭 
今号 100 号で群馬ホスピスケア研究会の会報「ね

がい」は終刊となる。 
 思えば、1988 年に会が結成され以来 30 数年にわ
たり「ねがい」の灯をともし続けてきたが、悔しいけ
れど終刊とならざるを得ず残念だ。 
 かつて、国鉄の路線が次々に廃線となり、今もその
流れは止まっていない。その役割が終わったとはいえ
ないが、「行く川の流れは絶えずしてしかも元の水に
在らず」の格言はその通りだとしみじみ思う次第だ。 
「ねがい」は終刊するが、群馬ホスピスケア研究会の
活動が終わるわけではなく、緩和ケア病棟(渋川医療
センター)でのボランティア活動、死別の悲嘆ケア・
分かち合いの会は従来通り継続される。 
 1988 年に「群馬でホスピスケアを始めよう」との
掛け声をあげた頃、私たちはホスピスケアに壮大な夢
と希望を抱いていた。それはホスピスケアが単に医療
の一側面を改善すると言うだけにとどまらず、人間社
会の変革というテーマを内包しているものと感じて
いたからだ。その意味で、ホスピスケアは当時ホスピ
スケアムーブメントと言われた。医療が変われば世の
中が変わると夢を見た。 
 患者の権利、患者中心の医療、がん告知、インフォ
ームドコンセント、自己決定など今では当たり前にな
った理念や考えが当時はまだ夢のような話の時代だ
った。 
 医療の一側面の変化は、この 30 年に大きく変容進
歩したかもしれない。1990 年に医療に緩和ケアとい
う分野が保険診療に摘要され、各地に緩和ケア病棟が
開設、がんの患者にとっての最大課題であった「痛み
からの開放」が実現する方向に動き出した。 
群馬県でも 1993 年、西群馬病院に緩和ケア病棟が新
設されて以降今日までに計 6 か所(伊勢崎市民、富岡
総合、前橋済生会、太田県立がんセンター、桐生東邦)
に開設されるまでに至ったことは大きな進歩と言え
る。他に在宅で療養したいと望む患者への対応のため
病診連携が導入されたことも大きな変革と言えるで
しょう。 
 2010 年、国のがん対策基本法の制定を受けて群馬
県がん対策推進条例制定は県内のがん対策の進捗に
大きな基軸となった。 

患者にとって痛みは身体的痛みもさることながら
精神的・社会的そして人間としての存在意義にまで関
わる、スピリチュアルな疼痛と言われるものまで複雑
で多岐に及ぶ。今日、身体的疼痛は薬の進歩や用法の
改善で 9 割方コントロールが可能になったと言われ
る。つまりコントロール可能な疼痛は医療の中に取り
込まれ標準的に治療されるようになった。が、残され
た疼痛=苦悩に対してはどれだけ解決されたのだろ
うか。患者が有する身体的疼痛以外の疼痛や問題、医
療費に組み込まれない疼痛緩和、言い換えれば、お金
にならない「緩和ケア」がどれほどに浸透し、患者を

 

苦悩から解放して来たかどうか、そのことが 30 年
の緩和医療の発展と言われる中で課題化されたので
はないかと考えている。 

理想を掲げてきた思いや理念は、ひとたび「制度」
に組み込まれた時本質は変容する。制度を作り、そ
れを動かすモノにより変容してしまう。 

ホスピスが緩和ケアになった時から疑心があっ
た。それは、ホスピスがこれまで既存の「医療」の
一分野として大きな社会システムと慣習の中に飲み
込まれ飼いならされるのではないかという疑念だっ
た。 
医療費削減の国家的命題のなか、今の緩和ケア病

棟、病院は経営に四苦八苦している。病床の稼働率
が絶えず問われ、そのためには患者さんの入れ替え
が最優先され、患者さんの希望通りに入院生活は送
れないようなシステムになった。たった一日、一晩
で病院に逆戻りするような状態の患者が病院の経営
優先のために動かされるというような事態があると
いう。それを病院の責任だけと責めることはできな
い。これは、日本の医療制度、医療に対する国の施
策に問題があると言わざるを得ない。 

2020 年の新型コロナ問題のニュースの中で気づ
かされたいくつかの問題の中に、他の先進各国と比
べて PCR 検査の人材、資材不足の貧困、人口あた
りの日本の医師数の少なさや人工心肺装置 体外式
膜型人工肺（ECMO＝エクモ）などの高度医療機器
の少なさなど、これまで、日本は医療先進国と思っ
ていたことが幻想であったことに気づかされた。そ
の上、新病院改革の名のもとに 2025 年には日本の
病院の病床数が現今よりおよそ 20 万床減らされる
という。平均寿命世界一は、もしかしたら医療の先
進性と高度化に支えられていると思っていたのは幻
想で、理由はほかの要因なのではないかと疑念を感
じたのは私だけだろうか。 
私はこの三十数年間何をしてきたのだろう。ホス

ピスを植え、育て、大きくするため? 緩和ケアを発
展させるため? 果たして、そのどちらへも力は及ば
なかった。できたとすれば、気の合う仲間達と暑く
ても寒くても、ともに石ころを除けて、土を耕し、
除草をし、花壇を作り、季節の花々を育てた事、そ
して、ごく少数のがん患者さんとその家族、その人
にとって残された時間の少ない人生のひと時を共有
したこと、それしかできなかったのではなかったの
か。 
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想いで 寄せて 

 



 

 

吉本明美 
 さて、最終号のお話の始まり、始まり。いつもと同
じように、今、思うことを思うまま書いていきます。
お付き合いください。 
私は様々なものの自明性が揺れ動いているこの数か
月間、多くの人々と同様に、働いて、家事をし、介護
を続ける毎日を繰り返してきました。行動の制限を余
儀なくされていた日々で読んだ本の中から、記憶力が
すり減り続けていても、辛うじて覚えている幾つかを
お話しします。いずれも簡潔に書きます。 
『中井久夫と考える患者シリーズ』より。 
★大問題を小問題に置き換える。 
人間とは何か→目の前の人との関係を考える。 
愛とは何か→身近な人と普通に挨拶、会話するように
なる。親子とは？親を大切にするとは→家事を手伝
う。 
これ、とっても納得の箇所でした。人とも交わらず、
簡単には答えの出ない問いを自問自答し続けるより、
身近な人と挨拶を交わし、言葉を使い、唯、目の前の
ものを食べて、また延々と一人で人生とは、家族と
は？と考えるより、後片付けを手伝ったり、買い物に
行ってみようじゃないの…？ 
 ★居心地の良い無関心さの底にある温かさ。 
良いなぁ…私はとても強く憧れます。この 30 数年、
自分の理想はこういう形かな…押しつけのないそれ
でいて冷たくない寄り添い方。出来ていたかな…まだ
遠いかな… 
 ★何も咲かない寒い日は下へ下へと根を伸ばせ。や
がて大きな花が咲く。 高橋尚子 
コツコツとくさらずに続けてみようかな…と、思わせ
てもらえた一文でした。 
 ★黒白二鼠の例え（大法輪 2019・2 月号） 
 これは象に追いかけられた人間が井戸の中に逃げ
込み、ネズミや蛇に迫られたり、下には口を開けた竜
がいるのに、上から口元に蜜が落ちてきたら「もっと
ちょうだい」と言ってしがみついている木の根を揺す
ってしまったりするという話ですが、いずれの動物の
数も状況も、意味と役割が明確で、人間の欲望や、現
実から目をそらして刻々と迫る死という真理から目
を背けている事を訓告しているお話です。が、私は内
要より、その文章の見事さに恐れ入りました。例え話
はいずれも無駄がなく、簡潔で分かり易いものです
が、もし、興味を持たれたら、お坊さんに聞いてみた
り、ネットで検索して是非ご一読をお勧めします。私
もいつかこんな文章を書いてみたいと思います。 
  

さて、原稿字数にも限りがあるので、本のことは以
上でおしまいにします。この数か月間、がんサロンは
今迄になく重たい気持ちを表出する患者さんやご家
族が多かったようです。自粛規制の中での様々なスト
レスや不安は音も立てずに人々の心の中に蓄積され
ていきました。不自由、不便という状況は今迄にも、
其々に抱えてきたと思いますが、今回は一斉に生活場
面全体が変わりました。自己管理、我慢の連続は、確
かにイライラさせられるものでした。多分これからも
暫く続き、私達の生活形態を変更せざるを得なくなる
かもしれません。 
 でも、こんな時だからこそ、自分から声をかけ、メ
ールでも、手紙でも良い、誰かに何か出来る事を探し
たいと思います。与えられるのを待つだけでなく、何
か自分からやってみようではありませんか。そして、
僅かな時間でも一日の中でニコッと笑いたい。ニコッ
と笑顔を作ってみたい。私は、老いた母に一日の終わ
りには作り笑いでも「ニッ」と笑っておやすみなさい
と言おうとか、次元の余りに低い目標を掲げて日々や
っていますが、イライラやストレスの強い時には、そ
れさえ難しい行為です。同様に患者さんやご家族も頭
では理解できる事も、心の重荷が解けたり、行動に移
せる事とは別です。きっと多くの人がこういうことで
苦しいのだと思います。昔「わかっちゃいるけどやめ
られない」と誰かが歌っていました。ほんと、そうな
んです。 
 これからも私はあっちにぶつかり、こっちで躓き、
色々迷って、過ぎた事をくよくよと考え、終わった事
にメラメラと怒りの炎を燃やして、恨み辛みを抱え込
んではそんな自分に、落ち込む日々を続けると思いま
す。それでも、その中でさえ、人々との新たな出会い
が繰り返され、ほっこりとしたり、一緒に泣いたり笑
ったりしながら、自分の心の畑を耕していきたいと思
います。 
 人は人々の中でしか生き 
ていけないだろうから。 
互いに人から学び、「人」 
にさせて頂く私達ですか 
ら。皆様もどうぞ人々の中 
で自分らしく正直に無理 
せず、毎日を大切にされ 
ますように。「ねがい」を 
長い間読んでくださり 
ありがとうございました。 
  

 

思うまま、思うことを。 
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会報『ねがい』終刊にあたりご挨拶 

 会員・読者のみなさま、長い間会員として講読者としてお付き合いいただきありがとうございました。こ
のたび本 100 号を以って、『ねがい』は終刊とさせていただきます。みなさまには、物心両面にわたり、多大
なるご支援とご協力をいただきましたこと、誠にありがたく心より感謝と御礼を申し上げます。今後、会の
活動は緩和ケアボランティアと死別の悲嘆ケアの活動をいましばらく続けさせていく所存です。引き続きご
支援のほどよろしくお願い申し上げます。 
 おわりに当たりみなさまの、ご多幸とご健勝を心より祈念申し上げます。 

 1988 年より 30 年余り続けて参りました本会報
『ねがい』は、群馬県立図書館と上智大学附属聖三
木記念図書館に収蔵されています。後者に所蔵され
るにいたる経緯は、上智大学に在籍した A-デーケン
教授との関係に由ります。私たちは、氏の「死の哲
学」の影響から、氏が提唱・主宰する「死への準備
教育」に学び、がん、ホスピス、悲嘆ケア等につい
て、氏の呼びかけで組織された「生と死を考える会」
の全国協議会に参加、実践を積んで参りました。そ
のご縁で、氏が携わっていた聖三木記念図書館との
つながりができました。一地方の活動の足跡を記録
として留めるため、また、将来的に研究者や学生の
学びのための資料として保存されるよう促され、こ
のような形になったという経緯があります。 
 会報では、ときに、がんとの苦しい闘病の記録、
ホスピスケアの病棟、在宅で平穏な生涯を全うした
記録、遺された者の悲痛な悲嘆の記録、やがて新た
な自身の再生を見出し嫋やかに健やかに生きる姿な
どがしたためられてきました。一分冊を手に、「まる
で一編の小説を読んでいるよう」と評した方がいま
した。 
長年のご購読ほんとうにありがとうございまし

た。(土) 
 
 
会報の終わりにあたり、これまで読んで下さって

来た皆様に心から感謝申し上げます。 
30 数年前、ホスピスケアという観念の理解、普 

及と実際の具体的なケアを目指して、私達は希望を
持って一歩を踏み出しました。やがてそのうねりは 

全国に広まり、多くの仲間ができ、以降は、皆さんが
ご存じのような展開を見せてきました。 
 在宅での看取りを初めて経験した夜、毎日のように
必死で勉強したあの頃、休みの日には学習会や講演会
を開いては、啓発に取り組み、今、あの頃を振り返る
と自分ながら、よくやっていたものだと思います。全
国の仲間達と考え、学び、語らうことは大きな励みに
もなりました。何よりも一人の患者さんの望む形で最
後まで人生を生き切る支援を地域の中でしていこうと
いう一致した思いが、自分達を鼓舞する力となってい
ました。 
一方で、病院におけるボランティアの実践をこれま

で継続してきました。数知れない思い出があります。
しかし、普及という側面から見れば希求していたもの
とは遠い現実が今も続いています。これは自分達の反
省点かもしれません。 
遺族ケアは言葉そのものは浸透したとはいえ、まだ

その支援の質量的な課題があります。 
 会報の終わりに際し、自分達はこれだけの事をして
来たと、目の前に差し出せるなら簡単ですが、そうい
うものがありません。ただ、自分の人生の 30 数年間
をこのホスピスという言葉一つに魅せられて、やれる
事をやり続けて、やりたい事をやってきたという事だ
けです。私にとっては本当に大きな出会いです。 
会報は終わりますが、これからも自分にできる支援、

学びを続けるつもりです。一歩一歩、目立たず、そう
ーっとできれば尚良いと、昔も今もそう思います。多
分、これからも…。 
 これまで長い間、会報にお付き合いくださりありが
とうございました。引き続き相談活動、遺族ケアに努
めていきたいと考えています。いつも一歩、一歩です。 

(吉) 

会計報告 2019.4.1~2020.3.31 

前期繰越金 501,875 
寄付金 33,000 
補助金(高崎社協) 23,750 

計 558,625 
 

収入の部 支出の部 

通信費 122,478 
印刷費   40,392 
事務費  11,121 
事業経費   67,124 
次期繰越金 317,510 
   計 558,625 
 

  以上、報告いたします。 
長い間、会の会計は皆様方のご寄付によ

り支えていただきました。みなさま方には
心より感謝と御礼を申し上げます。 

なお、次期繰越金につきましては、
2020.4 以降、本会報の 100 号終刊記念号
の印刷、発送等に支出するほか、今後継続
して行く活動経費として引き続き充当さ
せていただきたいと思いますが、どうか宜
しくお願い申し上げます。 
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99 号以降、コロナ禍により発行が大幅に遅延した
ことをお詫び申し上げます。 


